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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
青
葉
が
繁
り
、

　
　
　
　
　
初
夏
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

目
に
鮮
や
か
な
ツ
ツ
ジ
の
季
節
は
過
ぎ
ま
し
た

が
、
初
夏
に
向
か
い
色
々
な
花
々
が
咲
き
始
め

キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
層
魅
力
的
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
学
期
を
迎
え
て
早
二
ヶ
月
近
く
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。新
入
生
達
も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
慣
れ
、

大
学
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｗ
が
過
ぎ
学

生
達
は
皆
勉
学
に
身
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
も
下
段
の
ご
案
内
の
よ
う
に
定
期

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
母
校
を
お
訪
ね
頂
き
、
学
生

時
代
に
帰
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
下
さ

い
。
学
部
の
後
輩
達
と
の
ひ
と
と
き
が
、
今
後
の

皆
様
の
心
の
支
え
と
成
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま

す
。

　

第 27回　白門経友会　定期総会のご案内

　　1．	 日　時 　6 月 10 日（土）午後 2 時開会		  4．記念講演　14：40 － 16：10 
							       　　講 師　 小口　好昭　教授
							       　　演 題    「那須疏水の開発と地域発展」   　　                            
　　2．	 会　場 　中央大学多摩キャンパス 
　　　　　　7 号館 1 階　7102 教室 
							       5．懇親会　16：30 － 18：30 
　　3．	 定期総会 　14：00 － 14：30	 　	 　　	 　　会 場　生協 4F　和おん 
　　　　　　①　平成 28 年度事業報告・決算報告		  　　会 費　OB（卒業 5 年以上）       10,000 円 
　　　　　　②　平成 29 年度事業計画・予算案			   　OB（卒業 5 年未満）         3,000 円　　	
　　　　　　③　その他						      　現役学生	               1,000 円
							                          
	 ・会費は、当日受付にて集金させていただきますのでよろしくお願いいたします。
	 ・役員の方は当日 13：00 より幹事会を開催しますので同時刻までに会場にご参集下さい。 

　

中
央
大
学
夢
企
画
の
活
動
に
つ
い
て

　

会
報
五
十
九
号
で
紹
介
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
度

卒
業
の
局
芳
暁
常
任
幹
事
が
担
当
す
る
夢
企
画
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
今
年
度
は
以
下
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
概
要
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
学
部
を
横
断
し
た
「
中
央
大
学

TAM
ARIVA!!

」
と
い
う
学
生
組
織
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

① 

テ
ー
マ
『
新
一
年
生
交
流
会
』

　

日
時　

三
月
一
一
日
（
土
）
一
〇
時
～
一
二
時

　

場
所　

経
済
学
部　

七
一
〇
四
教
室

　

参
加
者
数　

九
十
二
名（
内
ス
タ
ッ
フ
二
十
名
）

　

大
学
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
と
い
う
課
題
に

つ
い
て
現
役
の
先
輩
か
ら
直
接
グ
ル
ー
プ
別
に
話

を
聞
け
る
場
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
新
一
年
生

が
予
想
を
超
え
て
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
先
輩
と

の
交
流
会
の
後
も
新
入
生
同
士
で
遊
び
に
行
っ
た

り
と
、
入
学
前
の
友
達
作
り
に
よ
っ
て
、
不
安
を

解
消
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

② 

テ
ー
マ
『
英
語
、
海
外
、
留
学
に
関
す
る

学
び
の
場
』

　

日
時　

四
月
八
日
（
土
）
一
〇
時
～
一
二
時

　

場
所　

経
済
学
部　

七
二
一
一
教
室

　

参
加
者
数　

三
十
名
（
内
ス
タ
ッ
フ
十
名
）

　

英
語
、
留
学
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
た
め
、
参
加

者
二
十
名
と
減
り
ま
し
た
。

　

普
段
、
企
業
等
で
英
語
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
さ
れ

て
い
る
方
を
お
呼
び
し
英
語
の
成
り
立
ち
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
英
語
圏

の
文
化
の
成
り
立
ち
に
関
し
て
初
め
て
学
ん
だ

こ
と
な
ど
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
各
自
の
英

語
学
習
へ
の
動
機
づ
け
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。
次
回
は
よ
り
多
く
の
学
生
の
参
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

（第１回・7104 教室）（第 2 回・7211 教室）
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第
一
号
議
案
　
二
〇
一
六
年
度
活
動
報
告

Ⅰ　
 

会
議

１　

二
〇
一
六
年
度
定
期
総
会

　

日
時　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）

　

 　
　
　
　
　
　

六
月
一
一
日
（
土
）
一
四
時

　

場
所　

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
七
号
館
七
一
○
四
教
室

　

議
案

　

第
一
号
議
案

　
　

二
〇
一
五
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告

　

第
二
号
議
案　

　
　

二
〇
一
六
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
案

　

第
三
号
議
案

　

そ
の
他
報
告
事
項

　

以
上
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。引
き
続
き
、

塩
見 

英
治
教
授
よ
り
「
沖
縄
経
済
と
国
際
航
空

貨
物
ハ
ブ
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
生
協
四
階
「
和
お
ん
」
に
移

し
現
役
学
生
を
交
え
た
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

２　

幹
事
会

①　

二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
（
水
）

　

第
二
十
六
回
総
会
の
議
案
を
審
議
、
承
認
。

②　

二
〇
一
七
年
一
月
二
五
日
（
水
）　

　

常
任
幹
事
会
を
拡
大
し
て
諸
行
事
を
承
認
。

３　

常
任
幹
事
会

　

①　

二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日
（
金
）

　

②　

二
〇
一
六
年
六
月
二
九
日
（
水
）

　

③　

二
〇
一
六
年
七
月
二
九
日
（
金
）

　

④　

二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
（
木
）

　

⑤　

二
〇
一
六
年
十
月
四
日
（
火
）

　

⑥　

二
〇
一
六
年
十
一
月
二
五
日
（
金
）

　

⑦　

二
〇
一
六
年
十
二
月
六
日
（
火
）

　

⑧　

二
〇
一
六
年
十
二
月
一
三
日
（
火
）

　

⑨　

二
〇
一
七
年
一
月
二
五
日
（
水
）

　

⑩　

二
〇
一
七
年
二
月
一
八
日
（
金
）

　

⑪　

二
〇
一
七
年
三
月
二
日
（
木
）

　

⑫　

二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日
（
土
）

Ⅱ　

行
事

１　

学
部
授
業
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協

力
　

当
年
度
は
谷
口
洋
志
教
授
の
も
と
二
〇
一
六
年

四
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
期
間
で
全
十
五
回
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
が
行
わ
れ
白
門
経
友

会
か
ら
高
梨
常
任
幹
事
、
石
渡
常
任
幹
事
、
齋
藤

顧
問
に
加
え
て
、
外
部
か
ら
の
本
学
の
Ｏ
Ｂ
並
び

に
有
識
者
に
よ
り
学
外
授
業
特
別
協
力
者
と
し
て

講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
前
年
度
同
様
、
好
評
を

得
ま
し
た
。

２　

経
和
会
懇
親
会
に
参
加

　

二
〇
一
七
年
三
月
二
日
（
木
）
に
退
職
さ
れ
る

先
生
方
の
歓
送
を
含
め
た
経
済
学
部
教
員
の
親
睦

会
で
あ
る
「
経
和
会
」
の
懇
談
会
に
招
待
さ
れ
白

門
経
友
会
の
常
任
幹
事
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
本
会
を
代
表
し
て
齋
藤
顧
問
よ
り
挨

拶
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅲ 　
会
報
の
発
行
と
主
要
記
事

　

第
六
一
号　

二
〇
一
六
年
五
月
十
五
日
発
行

　
　

新
入
生
歓
迎
・
第
二
六
回
定
期
総
会
案
内
等

　

第
六
二
号　

二
〇
一
六
年
九
月
三
十
日
発
行

　
　

定
期
総
会
の
報
告
、
新
企
画
記
事

　

第
六
三
号　

二
〇
一
七
年
一
月
二
十
日
発
行

　
　

経
済
学
部
の
新
規
活
動
紹
介

Ⅳ　

学
生
へ
の
呼
び
か
け

　

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
、
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
各
ゼ
ミ
学
生
と
の
交
流
を
広
げ
る
た

め
に
常
任
幹
事
会
な
ど
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
は
中
央
大
学
夢
企
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
で
「TAM

ARIVA!!

」 

の
学

生
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
、
新
入
生
と
の
交
流
や
英
語
学
習
の
会
合
も
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　
二
〇
一
七
年
度
活
動
計
画

Ⅰ 　
会
議

１　

二
〇
一
七
年
度
定
期
総
会

　

日
時　

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　

六
月
一
〇
日
（
土
）
一
四
時

　

場
所　

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
号
館
七
一
○
二
教
室

　

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
を
実
施
す
る
。

　

演
題 「
那
須
疏
水
の
開
発
と
地
域
発
展
」

　

講
師　

 

小
口　

好
昭　

教
授

２　

幹
事
会

　

年
二
回
程
度
開
催
す
る
。

３　

常
任
幹
事
会

　

年
十
回
程
度
開
催
す
る
。

Ⅱ 　
行
事

１　

学
部
授
業
・
ゼ
ミ
へ
の
協
力

　

学
外
お
よ
び
会
員
か
ら
の
講
師
の
推
薦
を
経
友

会
と
し
て
協
力
支
援
す
る
。

２　

学
部
行
事
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
」
へ

の
協
力
。
担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学
生
運
営

委
員
会
等
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
全
面
的
に
協
力
す

る
。

３　

中
央
大
学
「
夢
」
企
画
に
お
け
る
諸
活
動
へ

の
支
援
協
力
を
行
う
。

４　

白
門
経
友
会
二
十
七
年
目
を
迎
え
会
員
同
士

の
親
睦
を
計
り
教
職
員
及
び
学
生
と
の
交
流
を
深

め
る
行
事
を
行
う
。

Ⅲ　

会
報
発
行

　

会
報
「
白
門
経
友
会
」
を
年
四
回
発
行
す
る
。

な
お
、
前
年
度
同
様
に
原
則
と
し
て
紙
ベ
ー
ス
で

の
発
行
を
取
り
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

と
す
る
。

Ⅳ　

そ
の
他

１　

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実

化
と
し
て
学
生
か
ら
の
投
稿
を
進
め
る

２　

多
数
が
参
加
可
能
な
講
演
等
の
開
催

３　

入
会
呼
び
か
け
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上



第 1 号議案（2）

2016 年度　決算報告書
自　2016 年 4 月  １日

至　2017 年 3 月 31 日 

以上の通りご報告申し上げます。

2017 年 5 月 22 日

会長　　　篠原 正博　　　㊞

幹事長　　濱岡　剛　　　 ㊞　

監査の結果、いずれも正確かつ妥当であることを認めます。

2017 年 5 月 25 日

監事　　　倉本　優　　　 ㊞

監事　　　森元　公和　 　㊞　　　　　　　　　　　

第 2 号議案（2）

2017 年度　予算案
自　2017 年 4 月　1 日

至　2018 年 3 月 31 日

(3)  2017 年（平成 29 年）5 月 25 日　　　白門経友会　　　　　　　　　　　　　　第 65 号

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 451,102 総会費 140,000
会費収入 246,000 会報発行費 40,000
総会費収入 56,000 HP 維持費 27,000
寄付金収入 80,000 交流費 40,000
受取利息 7 振込手数料 432
雑収入 0 通信費 25,256

雑費 4,521
小計 277,209
次年度繰越金 555,900

合計 833,109 合計 833,109

次年度繰越金内訳
三井住友銀行 普通預金 237,868
ゆうちょ銀行 振替貯金 9,097
ゆうちょ銀行 通常貯金 305,304
現金 3,631

合計 555,900

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 555,900 総会費 140,000
会費収入 200,000 会報発行費 40,000
総会費収入 100,000 HP 維持費 27,000
寄付金収入 80,000 交流費 100,000
受取利息 10 振込手数料 1,000
雑収入 通信費 30,000

小計 338,000

次年度繰越金 597,910
合　計 935,910 合　計 935,910
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発 行 　白門経友会常任幹事会
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ア
ジ
ア
の
経
済
回
廊
と
グ
リ
ー
ン
経
済

　
　
　
　
　
　

名
誉
教
授　

緒
方　

俊
雄

　

最
終
回　

(

本
稿
は
二
〇
一
四
年
六
月
の
記

念
講
演
か
ら
の
抜
粋
で
す
。)

　

昨
年
（
二
○
一
三
年
）
は
日
越
友
好
四
十
周

年
で
あ
り
、
中
央
大
学
でASEAN W

eek
を

開
催
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
共

同
研
究
者
4
人
を
日
本
に
招
聘
し
て
、
中
央

大
学
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
議
事
録
は
、Green 

Econom
y and Ecovillages (2014) 

と
し
て

ヒ
ル
ト
ッ
プ
出
版
か
ら
公
刊
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
副
題
に
、GM

S based on Dong 

Du and Nam
 Du

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

GM
S

は
、Greater M

ekong Subregion

（
大
メ
コ
ン
圏
、
メ
コ
ン
河
周
辺
諸
国
）
の
略

称
で
す
が
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（ADB

）
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
雲
南
省
の
会
合
（GM

S

経
済
協
力
会
合
）
を
設
け
、
運
輸
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
通
信
、
環
境
、
人
材
開
発
、
観
光
、
貿

易
促
進
、
投
資
の
8
部
門
に
つ
い
て
国
境
を
ま

た
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
件
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
日
本
のODA

で
「
東
西
回
廊
」
や
「
南

部
回
廊
」
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
道
路
網
が
広
が

り
、
メ
コ
ン
河
周
辺
諸
国
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

ま
たDong Du

（
ド
ン
ズ
ー
）
やNam

 Du

（
ナ
ム
ズ
ー
）
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
用
語
で

す
が
、
こ
れ
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
す
。
こ
れ
は

明
治
時
代
に
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
（Phan 

）
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
人
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
植
民
地
主
義
か
ら
独
立
す
る
た
め
に
、

ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
約
二
百
人
を
日
本
に
留
学

さ
せ
、
民
族
自
立
化
の
人
材
育
成
を
す
る
と

い
う
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
史
、

特
に
日
越
史
と
し
て
大
変
有
名
な
話
で
す
。

Dong Du

と
は「
東（
日
本
）か
ら
学
ぶ（Dong 

Du
）
運
動
」
を
意
味
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
直
後
、
日
本
は
日
仏
協
約
を
締
結
す
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
植
民
地
活
動
を
妨
害
す
る
ベ

ト
ナ
ム
人
を
日
本
で
教
育
す
る
の
は
け
し
か

ら
ん
と
い
う
要
請
で
、
留
学
生
全
員
を
強
制
的

に
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
港
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
憲
兵

が
待
機
し
て
お
り
、
彼
ら
は
逮
捕
さ
れ
、
ハ
ノ

イ
の
ホ
ア
ロ
ー
収
容
所
に
収
監
さ
れ
、
全
員
ギ

ロ
チ
ン
で
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
運

動
の
主
犯
で
あ
る
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の

処
刑
の
番
に
な
っ
た
時
に
、
国
民
が
騒
ぎ
を
起

こ
し
た
の
で
す
。
驚
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
を
処
刑
す
る
と
全
国
的
な

暴
動
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
、
フ
エ
に
幽
閉
し

ま
し
た
。
ゲ
ア
ン
省
の
生
家
、
ホ
ア
ロ
ー
収
容

所
、
フ
エ
の
死
没
地
を
訪
問
し
、
彼
の
命
を
懸

け
た
活
動
の
歴
史
を
知
っ
て
、
私
は
涙
し
ま
し

た
。
今
度
は
、
私
が
日
本
の
学
生
を
ベ
ト
ナ
ム

に
引
率
し
よ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
活

動
を
、
今
度
は
日
本
人
で
あ
る
私
た
ち
が
「
南

（
ベ
ト
ナ
ム
）
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
、

「Nam
 Du

」
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、Dong Du and Nam

 Du

運
動
の
学

生
交
流
を
通
じ
て
、
メ
コ
ン
河
流
域
諸
国
の
持

続
可
能
な
発
展
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
意
見

を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
す
。

　

こ
れ
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
ル
ー
ト
の
写
真
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
戦
略
道
路
で
す
が
、
い
ま

は
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
街
灯
も
あ
り

ま
せ
ん
。
夜
は
よ
く
交
通
事
故
が
起
こ
る
そ
う

で
す
。
こ
こ
に
緑
地
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

私
た
ち
が
植
林
し
た
「
日
越
友
好
の
森
」
で

す
。
日
本
の
学
生
と
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
そ
し
て

地
域
の
農
民
が
参
加
し
て
、
王
子
製
紙
の
海
外

植
林
部
か
ら
支
援
を
受
け
、
毎
年
植
林
を
行
っ

て
い
ま
す
。
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
生

長
し
ま
す
。
そ
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用

し
て
、
地
域
農
村
を
活
性
化
さ
せ
、「
道
の
駅
」

を
作
り
、「
緑
の
経
済
回
廊
」
と
す
る
現
地
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
ゲ
ア
ン
省
タ
イ
ン
チ
ュ
オ
ン
県
の
人

民
委
員
会
か
ら
、
現
地
に
正
式
に
1
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
使
用
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
、
ベ
ト
ナ
ム

で
の
学
生
合
同
ゼ
ミ
と
グ
リ
ー
ン
開
発
の
「
日

越
友
好
の
森
」
植
林
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
樹
木
は
お
よ
そ
5
～
7
年
間

で
直
径
20
セ
ン
チ
の
太
さ
に
成
長
し
ま
す
の

で
、
京
都
議
定
書
のAR-CDM

（
植
林
に
よ
る

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
の
蓄
積
炭
素
量

の
測
定
、
そ
の
後
そ
れ
ら
を
伐
採
し
て
製
紙
用

の
チ
ッ
プ
に
し
、
ま
た
家
具
材
と
し
て
も
活
用

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域

農
村
が
活
性
化
し
、
生
物
資
源
を
使
っ
た
バ
イ

オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
灯
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
ル
ー

ト
を
明
る
く
し
、
各
地
域
の
特
産
物
を
「
道
の

駅
」
に
並
べ
、
日
越
緑
化
事
業
（
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
）
を
展
開
し
、「
緑
の
経
済
回
廊
」
と
し
て

持
続
可
能
な
発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

経
済
学
部
は
、
今
年
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（GFS

）
と
い

う
海
外
研
修
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

後
も
経
友
会
の
皆
様
の
ご
支
援
を
得
て
、
ま
す

ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


